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「どくしょつうちょう」の表紙 図書室の中休み ５０冊以上を達成した児童名 

ご褒美の贈呈 

     

                                             

                                                

    

           令和 2年 12 月 23日に本校の教職員との懇談会が体育館で 

3 グループに分かれて開催されました 

  これまでの学校運営協議会では、校長先生、副校長先生と教務主任の先生が参加して開催されて 

ましたが、今回は初めての試みで大勢の教職員との会合で有意義なものとなりました、懇談会の 

前には分散して教室を訪れて授業の様子を見学しました、先生と生徒は少し緊張した様子でした。 

教室の子供たちは緊張気味でいつもよりも静かに勉強に取り組んでいました。 

 

                               少し寒い体育館で教職員の皆さんと 

                               熱のこもった懇談会が行われました 

 

 

懇談会は見学した授業の事、見守りや教育支援のこと等、有意義な意見交換が行われました。 

  ☆先生からは、学援隊・さくらの子応援隊の活動に感謝し今後も継続して欲しい 

       地域の方との繋がりは地域への愛着となるとの話がありました 

  ☆委員からは、学年が上がるごとに落ち着いた授業になっている、低学年は大変と感じる 

       クラスの人数が多すぎる、３５人でも多い 

子供がやる気になる授業になっている 

       先生が一生懸命なので、学校から声が掛かれば手伝っていきたい 

       ６年生の楽器演奏が素晴らしかった、などの話が出ましれた。 

 

        今年度から国語力アップを目指して、図書室で「どくしょつうちょう」の 

取り組みを始めました 

          

 

               

 

             「どくしょつうちょう」は学校の本・家の本・図書館などで借りた本どれでも 

良いのだが、１，２年生は読んだ本が５０冊を超える、３～６年生は３０００頁 

を超えるとお褒美をもらえるというルールです。これは全部自己申告です。 

ご褒美は文房具と図書室の本の優先貸出券です。文房具はさくらの子基金で購入 

しました。 



学校運営協議会運営

協議会運営協議会 

 

学校運営協議会関連の方たちが素晴らしい表彰を受けました 

 

学校運営協議会会長であり南瀬谷ニュータウン自治会会長である網代宗四郎さんが
30 年以上の地域活動の功労により令和 2年度秋の叙勲で「旭日単光章」を受賞しま
した 

 

                                                                    

 

 

 

 

    瀬谷さくら小学校の学援隊・さくらの子応援隊として長年活躍された４名の方が 

   「瀬谷区いきいき区民顕彰」を受賞されました 

    

 

 

 

 

 

 

 

  受賞されたのは右から 

菅野弘さん（南瀬谷ニュータウン自治会） 

田村順子さん（下瀬谷自治会） 

今井保美さん（ひなた山第一自治会） 

村松相司さん（下瀬谷第三自治会）の４名の方たちです 

真ん中の二人は瀬谷区長の森秀毅さんと瀬谷区連会会長の網代宗四郎さんです 

  受賞された４名の方は下瀬谷小学校、日向山小学校の頃から見守りを始めとして 

  学校行事にも数多く支援協力して頂いております 

   

   学校運営協議会は、地域・保護者と学校が目標を共有し、一定の権限と責任を持って学校運営に 

   参画する仕組みです。瀬谷さくら小学校の学校運営協議会の組織は「事務局」「さくらの子 

   応援隊部会」「地域連携部会」「学援隊部会」「広報・学校評価部会」「児童を災害から守る 

   検討部会」となっており、委員は網代宗四郎会長、馬場勝己副会長、今井保美副会長、黒木昭博、 

   近藤三夫、渡辺良彦、力田良雄、芦田順子、村松相司、野口元、菱田和夫、池田千晶学校長、 

    丹野悦子副校長、本田篤教務主任、岩崎佳奈副教務主任の１５名です。 

さくら咲く 



《With sakura》 瀬谷さくら小学校 学校運営協議会だより  令和２年度第一号 

発行人 網代宗四郎  （編集）広報・学校評価部会・本田篤、渡辺良彦、芦田順子、野口元 

         

            

        各演目は10分位の時間で5日間に亘って放映されました 

         

 

 

 

 

 

 馬場勝己さんたちのいずみ歌舞伎    菅野弘さんの手品    芦田順子さんたちのウクレレ 

 

 

 

 

 

 

  芦田順子さんたちのハンドベル                  東松三郎さんのマジック   

 

         「児童を災害から守る検討部会」が１０月から１２月までに３回開催 

されました 

         「児童を災害から守る検討部会」は児童が、何時、いかなる状況にあっても、自然災害

から自分の尊い命を守ることが出来るよう日頃より教育を行うこと。 

そして学校防災計画に基ずき災害（地震、水害、台風、火災、降灰など）が発災した場合に瀬谷さくら小学

校の児童を地域・学援隊・保護者が学校に協力・支援して、児童の安全安心を守る方策を研究検討すること

を目的として開催実施しています 

               第１回では本田篤先生から「瀬谷さくら小学校の防災計画、初動対応              

シートの詳細の説明が有りました 

岩崎佳奈先生からは「瀬谷さくら小学校の防災訓練の状況と防災教育の  

現況について説明をして頂きました 

第２回は瀬谷区福祉保健センター長の高野つる代さんから「災害時の  

コロナ対策」についての講演がありました 

また瀬谷区総務課危機管理係長小山智央さんから「学校防災の基礎」に 

ついての講演をして頂きました 

第３回では、瀬谷警察署警備係長平井直亮さんから「災害時の防犯」についての講演をして頂き、 

そして瀬谷さくら小学校池田千晶校長先生から「災害時の子供の心のケア」の講演が有りました。 

校長先生のお話は要約すると「災害の場合には、子どもがここはいつもと同じと思える安心の場を自然に
作って、見守って頂きたい」という事でした 

1月以降は緊急事態宣言で中断しています、状況をみて再開します 

☆ 内容の詳細資料が必要な方、または参加を希望される方は野口元（090-3540‐0198）まで連絡し
て下さい。 

 

 

        

給食の時間に学援隊・さくらの子応援隊のメンバーが持ち前の技量をビデ

オで披露しました、子どもたちに大いに喜んでもらえました 

 

池田校長先生の講演 



相沢川沿いの新通学路での花の植付 

下瀬谷団地の花壇の見学 

 

全校児童から２月１８日に学援隊・さくらの子応援隊の皆さんの連日の見守り・ 
教育支援に対しての感謝の気持ちとして心温かい記念品が全隊員に渡されました  

        

      

 

 

 

 

 

 

      総合課程の時間に通学路への花の植付、公園掃除、花壇の見学をしました 

 

                         ６年生がひなた山自治会の隊員と相沢川沿いの 

新通学路に１００鉢花を植付しました 

（３，１，２９） 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

下瀬谷団地の花壇の見学と球根の植付をしました 

                         団地の隊員が４日間質問に答えたり球根の植付・ 

                         草取り体験を手伝いました 

 

 

 

 

       GIGAスクール構想についての講習会が開催されました 

                             

 

 

 

      

 

各自治会の代表者が受け取りました

たし 

ひなた山地区通学路の一
部が歩道と横断歩道が整
備され、防犯灯・防犯カ
メラが設置され道路も整
備が完了して新通学路と
して令和2年度から運用
されました 

学校だより２月号に掲載されたGIGAス
クール構想について2月17日に丹野副
校長先生から講習を受けました。文部省
や横浜市の構想と瀬谷さくら小学校学校
の取り組み・個人情報・情報モラルにつ
いての説明とタブレットを使ってのロイ
ロノートの体験をしました 


